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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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６月定例市議会

後 援 会 だ よ り  J u l y

m a k o t o

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ（現在72歳）出雲郷小学校→東出雲
中学校→島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職
（平成23年3月に町参事を最後に退職）→平成23年8月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選　令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをして
いきましょう。この度後援会だよりvol.４8を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動から

東出雲でも新旧施設の交代行事

　4月30日、前東出雲公民館２階ホールで「ひがしいずも
ブラスThanks Concert」が東出雲中学校吹奏楽部も
参加し開催。新しく開設される東出雲複合施設（愛称：ヨリア
イーナ東出雲）への移転に伴い、２階ホールも５月末で閉鎖
されるため、感謝の気持ちを込めての演奏会でした。また、５月２０
日には「東出雲町庁舎お別れ会」が前東出雲公民館２階ホール
で開催。旧東出雲町職員が集まり、感謝と別れを惜しみました。
　６月１９日は、東出雲複合施設「ヨリアイーナ東出雲」のオープ
ニングセレモニーが業務開始前に同施設前で行われました。
この施設は、松江市東出雲支所と東出雲公民館、東出雲図書
館、子育て支援センター、地域包括支援センターの５つの
機能を備えており、市初の複合施設ということです。
　７月１日には、「ヨリアイーナ東出雲」の竣工式が、東出雲複合
施設建設委員会の主催でありました。今後はこの施設が活用
され、皆さんの拠り所として親しまれるよう願っています。

　４月２８日に「議場閉場式」が旧市議会議場で行われ、野々内
は「６０年間、本市の発展とともにあったこの議場と、この議場
に関わったすべての皆様に感謝するとともに、新しい議場に
おいても、松江市議会が本市の飛躍に貢献することをお誓い
申しあげ、ここに松江市議会議場を閉場します。」と、副議
長として「閉場宣言」を行いました。
　５月８日には新庁舎第１期棟玄関でオープニングセ
レモニーがあり、野々内もテープカットに加わり、第１期棟の
オープンを祝いました。
　その後、「松江市議会 議場開場式」が新議場であり、
「国旗及び市旗の掲揚」の後、野々内は「開場宣言」として
「新しい議場の完成を祝し松江市と松江市民の益々の発展
に寄与することをお誓い申しあげ、ここに松江市議会議場の
開場を宣言します。」と述べました。約６０年に一度の新旧庁舎
の式典に関われたことは、一生の思い出となりました。
　５月１７日の松江市議会は臨時議会が開会。大きな議題は、
任期後半２年の正副議長の選挙です。本会議で辞職が許可

副議長としてのしめくくりは、新旧庁舎の式典

〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670　TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp　http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/
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旧市議会議場で閉場宣言

右端でテープにはさみを入れました 議長選挙の議事進行を行う

新議場で開場宣言

ヨリアイーナ東出雲のオープン 大ホール最後のコンサート

本会議（会期の決定、提案説明、決算特別委設置）、
決算特別委員会
一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
決算特別委員会（質疑・分科会分担・委託）
総務委員会・予算委員会総務分科会・
決算特別委員会総務分科会、教育民生委員会・
予算委員会教育民生分科会・
決算特別委員会教育民生分科会
総務委員会・予算委員会総務分科会・
決算特別委員会総務分科会、教育民生委員会・
予算委員会教育民生分科会・
決算特別委員会教育民生分科会、
建設環境委員会現地視察
経済委員会・予算委員会経済分科会・
決算特別委員会経済分科会、
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会・
決算特別委員会建設環境分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会・
決算特別委員会経済分科会、
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会・
決算特別委員会建設環境分科会
決算特別委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）、
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会

松江市総合体育館でのスサノオマジックの試合

スサマジ本拠地・市総合体育館改修
準備業務予算などを可決
　松江市議会６月定例会は６月２０日に開会し、２４日間の会期を経て７月

１３日に閉会。議案は、条例案件７件、単行案件９件、予算案件８件、承認案件

１１件、同意案件１9件の５４件のほか、報告案件１９件と陳情１件でした。

　このうち条例案件は、本市の観光振興を図るための新たな財源

(宿泊税)を検討する委員会を設置するものなど。単行案件は、国宝松江

城天守防災施設等整備工事の請負契約締結の同意や、朝日ヒルズ工業

団地の土地４区画を財産処分するものなどです。

　予算案件８件は、新型コロナウイルス感染症対策や、電力・ガス・

食料品等価格高騰対策として水道料金約２月分減免などに加え、

閉会日に追加上程された一般会計補正予算は、「松江市総合体

育館改修事業費」として２，７８０万円余。新Ｂ１入会基準に適合

したアリーナとしての松江市総合体育館の改修事業と改修

後の施設運営事業を発注するための準備業務を民間事業

者へ委託する予算で、歳入は「ふるさと松江だんだん基金

繰入金」で島根スサノオマジックの経営権を持つ㈱バン

ダイナムコエンターテインメントからの企業版ふるさと納税を見込んだものです。議会全員協議会や、予算委員会

では、各会派から具体的内容や説明がなく意見多出の異例の展開でしたが、交渉の相手方との関連もあり

可決すべきものと決しました。

　その後の本会議では、閉会日に追加上程の補正予算も含めた議案は委員長の報告通り全てを可決。野々内は会派

を代表して討論で意見を述べました。この結果、一般会計３件の補正額は

１２億４，６１３万円で補正後の予算額は１,０５７憶２０３万円となりました。

　また、松江市農業委員会委員任命は１９名の今後３年間の委員任命同意

を可決し、議員提出議案として議会運営委員からの提案の「地方財政の

充実・強化に関する意見書」も全員の賛成で可決しました。

　異例の６月定例会は閉会しましたが、松江市総合体育館の改修事業に

ついては、今後も注目していきたいと考えています。（予算金額や提出議案

の詳細は市ホームページや市報等をご覧ください）

され選挙が行われました。野々内は、立脇議長の辞職を受け
て、本会議で議長として議長選挙の議事を行いました。
　野々内は、宍道湖・中海問題等対策特別委員会委員長、
総務委員会委員、松江市総合計画特別委員会委員として、
また、所属会派・松政クラブでもお役目をいただきました。今後
２年間も頑張ってまいります。
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災
害
時
の
公
衆
電
話
は
、回
線
が
込
み

合
う
際
で
も
優
先
的
に
使
う
こ
と
が
で

き
、代
替
電
源
な
ど
が
あ
る
通
信
施
設
か

ら
給
電
さ
れ
停
電
時
で
も
使
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

万
が一の
有
事
の
際
に
活
躍
す
る
公
衆

電
話
を
再
認
識
し
つ
つ
、本
市
の
現
状
と

活
用
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

安
部
防
災
部
長　

電
気
通
信
事
業
法
で

常
設
公
衆
電
話
の
設
置
基
準
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、市
街
地
で
は
１
㎢
四
方
に
１

台
、そ
れ
以
外
は
２
㎢
四
方
に
１
台
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
基
準
に

基
づ
き
市
内
に
は
２
８
３
台
が
設
置
。加

え
て
、災
害
時
用
公
衆
電
話
を
避
難
所
の

公
民
館
や
市
立
総
合
体
育
館
に
配
備
し

て
い
ま
す
。地
区
の
防
災
訓
練
や
出
前
講

座
等
で
周
知
を
図
り
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
今
年
度
か
ら
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
基
幹
事
業
に
追

加
さ
れ
た「
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
」

の
こ
と
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。仮
に
、赤
字

路
線
に
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、駅

施
設
等
の
整
備
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
３
）整
備
計
画
路
線
へ
の
早
期
格
上
げ
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

国
土
強
靭
化
と
い
う
国
土
の
均
衡
あ
る

発
展
や
大
災
害
時
に
お
け
る
代
替
ル
ー
ト・

避
難
ル
ー
ト
と
し
て
、山
陰
で
も
声
を
挙
げ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
２
路

線
の
整
備
計
画
路
線
へ
の
早
期
格
上
げ
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
本
市
が
参
画
す
る

２
新
幹
線
整
備
促
進
組
織
等
を
通
じ
て
、早

期
格
上
げ
の
国
へ
の
要
望
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。加
え
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、看
板
設
置
で
地
元
の
機

運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

線
が
完
成
し
た
際
に
所
有
者
で
あ
る
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
賦
課

さ
れ
る
固
定
資
産
税
の
増
収
分
で
、そ
の
市

負
担
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
か
伺
い
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
先
ほ
ど
の
答
え
と

同
じ
で
、島
根
県
の
負
担
額
が
不
明
で
あ

り
、本
市
に
立
地
す
る
新
幹
線
関
連
施
設

も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、固
定
資
産
税
額
の

試
算
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）新
幹
線
整
備
に
お
け
る
並
行
在
来
線

の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

ア　
並
行
在
来
線
の
課
題
に
つ
い
て

　

並
行
在
来
線
は
、引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
に
お

い
て
管
理
が
さ
れ
る
よ
う
強
力
な
要
望
活

動
が
必
要
で
す
。仮
に
、整
備
新
幹
線
の
開

業
に
伴
う
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
に
よ
る
運

行
に
変
わ
っ
た
場
合
、ど
う
取
り
組
む
考

え
か
伺
い
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
本
市
が
参
画
す
る

２
新
幹
線
整
備
促
進
組
織
か
ら
国
に
対
し

て
整
備
計
画
路
線
格
上
げ
の
要
望
に
合
わ

せ
て
、「
並
行
在
来
線
を
経
営
分
離
し
な
い

た
め
の
必
要
な
措
置
検
討
」を
要
望
し
て

お
り
、第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
に
よ
る
在
来

線
運
行
の
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

イ　
在
来
線
へ
の
財
政
補
填
の
制
度
に
つ
い
て

　

国
関
係
者
か
ら
、在
来
線
へ
の
財
政
補

填
の
制
度
が
国
に
お
い
て
検
討
中
と
の
情

報
を
聞
き
ま
し
た
。仮
に
補
填
制
度
が
あ

れ
ば
在
来
線
の
存
続
も
光
を
浴
び
る
こ
と

に
な
る
し
、並
行
在
来
線
に
も
好
影
響
が

考
え
ら
れ
ま
す
。国
の
財
源
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
内
の
土
地

等
に
賦
課
さ
れ
、都
市
計
画
法
に
あ
る
都

市
計
画
施
設
の
整
備
に
充
て
る
目
的
税
で

す
。本
市
の
市
街
化
調
整
区
域
内
の「
緩
和

区
域
」指
定
の
住
宅
団
地
群
は
下
水
道
な

ど
の
都
市
施
設
利
用
を
享
受
し
て
い
る
の

に
都
市
計
画
税
は
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、市
民
間
に
お
い
て
非
常
に
不
公
平
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

佐
目
財
政
部
長　
受
益
と
負
担
に
つ
い
て
市

民
間
で
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
と
の

意
見
が
あ
り
、都
市
計
画
税
を
含
む
市
税
全

体
の
あ
り
方
に
関
し
て
、課
税
の
必
要
性
や

負
担
の
公
平
性
、課
税
区
域
、税
率
の
妥
当
性

の
観
点
か
ら
課
題
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）新
幹
線
整
備
に
お
け
る
地
元
負
担
金

の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

ア　
中
国
横
断
新
幹
線（
伯
備
新
幹
線
）と

山
陰
新
幹
線
ご
と
の
、島
根
県
の
負
担
額

の
考
え
方

　
山
陰
の
２
新
幹
線
は
５０
年
前
に
基
本
計

画
路
線
と
な
っ
た
ま
ま
。国
が
そ
の
時
に

整
備
計
画
に
格
上
げ
し
た
５
路
線
は
何

ら
か
の
形
で
全
て
新
幹
線
が
走
る
こ
と
と

な
り
、次
の
整
備
計
画
路
線
の
格
上
げ
決

定
へ
の
重
要
な
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
元
負
担
金
は
、国
の
責
任
で
地
方
負

担
を
な
く
す
よ
う
今
後
も
働
き
か
け
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、現
在
の
建

設
財
源
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、貸
付
料
等
収
入

の一
部
を
充
て
た
後
、国
が
３
分
の
２
で
地

方
自
治
体
が
３
分
の
1
の
負
担
。そ
の
負
担

金
は
国
に
よ
る
地
方
財
政
措
置
に
お
い
て

地
方
債
充
当
率
は
９０
％
、元
利
償
還
金
の
５０

か
ら
７０
％
は
交
付
税
措
置
を
さ
れ
ま
す
。

　
中
国
横
断
新
幹
線（
伯
備
新
幹
線
）と
山

陰
新
幹
線
の
２
新
幹
線
毎
に
、島
根
県
の
負

担
は
現
制
度
で
い
く
ら
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
本
市
が
参
画
す
る

２
新
幹
線
整
備
促
進
組
織
が
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、フ
ル
規
格
複
線
建
設
費
は
伯

備
新
幹
線
が
１
兆
2
、7
0
0
億
円
、山
陰

新
幹
線
が
1
兆
6
、0
0
0
億
円
と
試
算
。

こ
の
う
ち
島
根
県
負
担
額
は
、該
当
す
る
建

設
費
や
貸
付
料
収
入
が
試
算
さ
れ
て
お
ら

ず
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

イ　
こ
の
２
新
幹
線
の
松
江
市
へ
の
費
用

負
担
の
影
響
や
対
応
と
、財
源
に
つ
い
て

　

費
用
負
担
の
影
響
や
対
応
、ま
た
、新
幹

し
て
今
ま
で
と
同
様
な
内
容
の
都
市
計

画
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧

し
ま
す
。個
人
の
財
産
の
取
り
扱
い
に
、ど

う
取
り
組
ん
で
松
江
市
の
発
展
に
夢
を
描

い
て
い
る
の
か
、夢
が
実
現
す
る
ま
ち
と
な

る
の
か
市
長
の
考
え
と
思
い
を
伺
い
ま
す
。

上
定
市
長　
一
定
の
必
要
な
制
限
は
、無
秩

序
な
乱
開
発
制
限
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
コ
ス

ト
を
増
大
し
な
い
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
。バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
制
度
と
は
、地
域

特
性
を
踏
ま
え
、保
全
す
べ
き
場
所
に
規
制

を
、開
発
を
促
す
場
所
に
誘
導
を
図
る
な

ど
、メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
制
度
と
す
る
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

（
３
）安
来
市
の
農
村
環
境
保
全
地
の
用
途

見
直
し
に
つ
い
て

　

安
来
市
の「
農
村
環
境
保
全
地
」の
用
途

見
直
し
の
内
容
と
、同
じ
松
江
圏
域
で
あ
る

本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

井
上
都
市
整
備
部
長　
該
当
地
域
は
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
る
が
新
規
の
開
発
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
手
法
検
討
す
る
方
針
と

伺
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
街
化
区
域
へ
の
編

入
を
伴
わ
な
い
も
の
で
、本
市
へ
の
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
４
）都
市
計
画
税
に
つ
い
て

（
１
）新
た
な
土
地
利
用
の
制
度
設
計

に
つ
い
て

　
２
月
１４
日
に
上
定
市
長
は
、都
市
計
画
制

度「
線
引
き
制
度
」を
廃
止
す
る
こ
と
を
表

明
。５０
年
前
の
時
代
に
合
わ
な
い
制
度
の
見

直
し
で
す
。

　
都
市
計
画
部
門
と
農
地
の
土
地
利
用
部
門

も
合
わ
せ
て
市
の
総
力
を
挙
げ
て
総
合
的
に

考
え
る
べ
き
課
題
で
、中
心
市
街
地
と
調
整
区

域
内
集
落
の
空
洞
化
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、「
新
た
な
土
地
利
用
制
度
の
創

出
」は
、ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

上
定
市
長　
特
に
市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
分
か
り
づ
ら
い
制
度
を
解
消
し
再
構

築
し
ま
す
。今
回
の
見
直
し
と
関
連
の
深

い
農
地
や
農
地
や
税
制
の
取
り
扱
い
も
検

討
し
、新
し
い
土
地
利
用
制
度
の
創
造
を
め

ざ
し
ま
す
。

（
２
）一
定
の
必
要
な
制
限
と
は
何
か
、バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
制
度
と
は
何
か

　
一
定
の
必
要
な
制
限
と
は
何
か
、バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
制
度
と
は
何
か
、結
果
と

①
市
広
報
配
布
方
式
と
防
犯
灯
管
理

の
見
直
し
で
自
治
会
負
担
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
い
て

　

あ
る
自
治
会
は
高
齢
者
だ
ら
け
で
次

の
会
長
予
定
者
は
８０
代
の
方
が
続
き
ま

す
。ま
ず
、市
の
広
報
な
ど
の
配
布
が
多
く

大
幅
な
負
担
軽
減
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
、読
ま
れ
な
い
広
報
に
も
原
因
が
あ

る
と
い
う
事
で
し
た
。も
う一つ
は
、自
治
会

所
有
の
防
犯
灯
管
理
は
高
齢
者
に
よ
る
定

期
的
な
夜
間
点
検
の
負
担
は
大
き
く
、市

に
変
更
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

　

今
回
の
課
題
は
、全
て
の
自
治
会
に
当

て
は
ま
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
が
、現
実
の

高
齢
者
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、自
治
会

の
現
状
を
知
っ
て
困
り
ご
と
を
減
ら
す

こ
と
が
行
政
の
対
応
だ
と
考
え
ま
す
。多

様
な
選
択
肢
を
用
意
す
る
た
め
の
検
討

と
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
考
え

を
伺
い
ま
す
。

小
松
原
市
民
部
長　

活
動
の
継
続
が
心

配
さ
れ
る
団
体
に
は
負
担
削
減
策
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、広
報

物
配
布
は
会
員
加
入
に
つ
な
が
る
効
果

や
配
布
委
託
金
が
活
動
資
金
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、ま
ず

は
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
て

地
域
の
実
情
を
認
識
し
、そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
ま
す
。

災害時に活躍する公衆電話

「次は山陰に」を合言葉に機運を盛り上げましょう

5年ぶりの一般質問

都
市
計
画
線
引
き
廃
止
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q1

新
幹
線
誘
致
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Q2
災
害
時
の
公
衆
電
話
に

つ
い
て

Q3

高
齢
社
会
で
の
自
治
会

対
応
に
つ
い
て

Q4

一
般
質
問　

５
年
ぶ
り
の
一
般
質
問

　
一
般
質
問
を
す
る
の
は
実
に
５
年
ぶ
り
。松
江
市
監
査
委
員
と
し
て
２
年
間
、そ
し
て
副

議
長
と
し
て
２
年
間
、申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
一
般
質
問
は
出
来
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
、令
和
元
年
３
月
以
来
の
３１
回
目
の一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。質
問
は
、一
問
一
答

方
式
で
行
い
ま
し
た
。（
記
事
は
要
約
し
て
い
ま
す
。再
質
問
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
）


